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十字軍とは何か。

〇11世紀の末、西ヨーロッパで起こった

キリスト教の聖地エルサレムをイスラム

勢力から奪還を目指す運動（11~13世紀）

〇そのために王侯や聖職者等が

「十字軍（騎士聖職団）」を結成

〇結局は、回復できず、失敗に終わった。
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派遣回数（約200年間に7回？）
イングランド国王リチャード1世

第1回 1096

第2回 1147

第3回 1187

第4回 1202

第5回 1217（1228）

第6回 1239

第7回 1248

(第8回）1270

（資料：Wikipedia）
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騎士聖職団（騎士と聖職者の混成）

騎士団

俗世的軍事団 テンプル騎士団

宗教的軍事団

聖ヨハネ騎士団

聖ラザロ騎士団
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（資料：Wikipedia）



十字軍参加の意義と財産等の保護

聖戦参加の意義

正義の実現

故国の財産保護

現実の課題（不安）
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教皇の世俗君主に対する要請
（教皇ウルバン2世他）

〇十字軍参加者への配慮を各国王等に

要請

〇内容：土地、財産、家族の安全

〇従軍時に、一時的特権として付与
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中世英国における土地制度

国王に全て

帰属

封土利用地

諸侯

領主

王室直領地
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封土の取扱い

封土の扱い

適正管理

放置は不可 海外渡航は無理

適格相続人
長子のみ

女性は相続不可

譲渡

再封土
可能
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財産譲渡の実行

ユース（信託）

譲渡

不適正管理

相続人不在

譲渡(騎士団）寄付
帰国時に返還

約束帰国帰国

時に帰国時に
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譲渡の問題点（ユースの不完全性）

第三者

（譲受人）

誠実な譲受人

(信託）

返還

根拠・信頼関係

不誠実な譲受人

（所有者）

返還拒否

根拠・所有権

10



不誠実な譲受人から保護・信託制度の萌芽

〇教皇による従軍者の財産保護要請

⇒各国国王に向け数度要請

〇英国

通常の裁判所（コモンロー裁判所）

譲受者に所有権があるので保護を否定

衡平法裁判所（エクイティ裁判所）

正義・公正の観点から個別に保護を肯定

信託（ユース）制度の萌芽・開始
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